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き
れ
い
な
水
に

よ
み
が
え
ら
せ
る

水再生センターの長寿命化に貢献する
ステンレス熱押形鋼

沈殿池の汚泥掻き寄せ機のレールに使われているステンレス熱押形鋼

東京都下水道局森ヶ崎水再生センター（東京都大田区）
森ヶ崎水再生センターは東京23区全体の約4分の1にあたる地域の下水を処理している

家庭や工場から排出された汚れた水を衛生的に処理することは、快適な生活環境
の確保や地球環境の保全に欠かせません。今号は持続可能な開発目標SDGsの
目標6「安全な水とトイレを世界中に」をテーマに、水再生センターの長寿命化に
貢献するステンレス熱押形鋼を紹介します。

日本製鉄グループのSDGs

ステンレス9kgレール
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き
れ
い
な
水
に

よ
み
が
え
ら
せ
る
東
京
都
で
は
家
庭
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚

れ
た
水
は
、
下
水
管
を
通
し
て
都
内
20
カ
所
の
水

再
生
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
、
き
れ
い
な
水
に
よ

み
が
え
っ
て
い
ま
す
。
水
再
生
セ
ン
タ
ー
で
は
定

期
的
に
腐
食
対
策
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
可
能
な
限

り
施
設
の
延
命
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

昭
和
40
年
代
に
建
設
さ
れ
た
施
設
の
な
か
に
は

2
回
目
の
防
食
工
事
が
実
施
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、

施
設
の
長
寿
命
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
下
水
に
含
ま
れ
る
汚
泥
を
微
生
物
に
分
解
さ

せ
て
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
処
理
水
と
汚
泥

を
分
離
す
る
沈
殿
池
が
、
20
カ
所
の
水
再
生
セ
ン

タ
ー
に
合
計
約
4
3
0
カ
所
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

沈
殿
池
の
修
繕
は
一
斉
に
休
止
す
る
の
で
は
な
く
、

少
し
ず
つ
工
期
を
ず
ら
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

沈
殿
池
の
汚
泥
掻
き
寄
せ
機
の
底
部
に
は
、
こ
れ

ま
で
量
産
品
の
炭
素
鋼
レ
ー
ル
に
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

の
平
板
を
溶
接
し
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
最
近
で
は
、
腐
食
対
策
と
し
て
耐
候
性
が

よ
り
高
く
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
寄
与
す
る
オ
ー

ル
ス
テ
ン
レ
ス
の
熱
押
形
鋼
レ
ー
ル
が
、
森
ヶ
崎

水
再
生
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
各
所
で
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
」（
日
本
製
鉄
・
藤
塚
敬
祐
主
幹
）

実
は
、
製
品
単
価
で
比
べ
た
場
合
、
一
体
成
形

の
ス
テ
ン
レ
ス
熱
押
形
鋼
レ
ー
ル
よ
り
も
、
従
来
ど

お
り
量
産
品
の
炭
素
鋼
レ
ー
ル
に
ス
テ
ン
レ
ス
平

板
を
溶
接
し
た
ほ
う
が
、
溶
接
な
ど
の
加
工
費
を

含
ん
で
も
割
安
で
す
。
し
か
し
腐
食
や
摩
耗
な
ど

に
よ
り
、
将
来
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
レ
ー

ル
取
り
替
え
や
、
レ
ー
ル
を
据
え
付
け
る
槽そ

う
て
い
ぶ

底
部

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含

め
る
と
、
持
続
性
の
観
点
か
ら
ス
テ
ン
レ
ス
熱
押

形
鋼
レ
ー
ル
の
ほ
う
が
割
安
に
な
り
ま
す
。
従
来
レ
ー

ル
は
一
般
的
に
十
数
年
〜
数
十
年
が
寿
命
と
推
定

さ
れ
る
一
方
、
ス
テ
ン
レ
ス
熱
押
形
鋼
レ
ー
ル
は
半

永
久
の
た
め
、
少
な
く
と
も
50
年
以
上
は
継
続
し

て
使
用
可
能
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
期
間
に

わ
た
り
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
安
定
稼
働
に
寄
与
す

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
一
般
的
に
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
は
、
炭
素
鋼
に
比
べ

て
変
形
抵
抗
が
強
く
、
加
工
性
が
良
く
な
い
た
め
、

通
常
の
圧
延
法
で
レ
ー
ル
形
状
を
つ
く
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
す
。
さ
ら
に
需
要
規
模
が
小
さ
い
こ
と

か
ら
、
小
ロ
ッ
ト
生
産
に
対
応
で
き
る
メ
ー
カ
ー
も

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
製
鉄
は
長
年
、
九
州
製
鉄
所

大
分
地
区
光
鋼
管
部
で
熱
押
形
鋼
の
開
発
・
製
造

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
日
鉄

ス
テ
ン
レ
ス
山
口
製
造
所
光
エ
リ
ア
が
同
じ
構
内
に

立
地
し
て
お
り
、
ス
テ
ン
レ
ス
に
関
す
る
知
見
・
製

造
体
制
も
十
分
に
整
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
強
み

を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
技
術
課
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
ま
す
」（
日
本
製
鉄
・
西
澤
正
士
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
）

衛
生
的
な
水
環
境
と
環
境
負
荷
の
少
な
い
都
市

の
実
現
に
向
け
て
、
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命

化
に
貢
献
す
る
熱
押
形
鋼
。
そ
の
活
躍
の
場
を
さ

ら
に
広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

「
鉄
鋼
業
と
い
う
と
皆
さ
ん
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大

量
生
産
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

実
際
そ
の
と
お
り
で
、
定
型
品
の
大
ロ
ッ
ト
量
産
が

メ
イ
ン
と
な
る
の
で
す
が
、
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
の
要

望
に
合
わ
せ
た
各
種
鋼
材
加
工
の
小
ロ
ッ
ト
生
産
も

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
格
が
熱
押
形
鋼
で
す
。

熱
押
形
鋼
を
製
造
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
は
世
界
中
で

3
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ジ
ア
で
は
唯
一
、
日
本

製
鉄
だ
け
で
す
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
マ
ス
ト
レ
ー

ル（
※
）や
ご
み
収
集
車
の
掻
き
上
げ
レ
ー
ル
、
大
型

建
築
な
ど
の
サ
ッ
シ
、
河
川
や
港
湾
の
護
岸
工
事
に

欠
か
せ
な
い
鋼
矢
板
や
鋼
管
杭
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
と

い
っ
た
長
尺
物
を
中
心
に
、
精
密
機
械
部
品
や
金

型
の
素
形
材
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
熱
押
形
鋼
の
良
さ
を
さ
ら
に
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の
要
望

に
応
え
て
い
き
ま
す
」（
日
本
製
鉄
・
旭
祐
二
室
長
）

日本製鉄（株）  
鋼管営業部 鋼管室
藤塚 敬祐 主幹

日本製鉄（株）  
鋼管技術部 鋼管商品技術室
自動車管・建材管商品技術課
西澤 正士 シニアスタッフ

日本製鉄（株）  
鋼管営業部 鋼管室
旭 祐二 室長

※ マストレール：フォークリフト前面のたて部（マスト）に使用される形鋼。




